
【作問意図】多くの情報が様々なメディアを介して存在しています。特に手軽なＳＮＳ等は，自分の主張に都合のよい部分だけを切り取り，
編集して発信していることがあります。児童が，様々なメディアの特性を意識して，情報の捉え方について考える機会となればと思います。

「だって！」が人から伝え聞いた
ことを表しています。

クリックすると，悪意のあるウェブ
サイトに誘導される場合があります。

「何のおかわりが無料なのか」が
明確ではありません。
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（例
）

・
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
得
て
、
比
べ
る
。

・
信
頼
で
き
る
メ
デ
ィ
ア

（公
的
機
関
）
か
ら
情
報
を
得
る
。

・
家
族
や
先
生
に
聞
い
て
み
る
。

・
実
際
に
自
分
の
目
で
確
か
め
る
。

「そして，おかわり無料」は
「ラーメン食べ放題」とも，
「食べ放題ではない」とも
読むことができます。

「無料でラーメン食べほうだい」を
「おかわりが無料」と読むことも
できます。

「様々な読み取り方」が可能になります。
児童が何からどのように読みとったか交流させましょう。

情報が，「発信者」の意図によって
編集されていることを押さえてください。

ポイント【係り受け】
主語－述語
　の照応の理解
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　の照応の理解

ポイント【類推】
論理的な判断

【作問意図】情報が発信者によって意図的に編集されていることを強調した問題ですインタビューの一部分だけで判断するのではなく，
インタビュー全体や流れを自分なりに想像して捉えようとする意識をもたせたいものです。

感じ方は自由です。交流を通して，
「なぜ，そのように感じたのか」について
「根拠を明らかにして」説明させましょう。

どちらのチームの視点から書いているのか
確認させましょう。



ここだけを引用しています。
話したことは事実ですが，
全体の趣旨は伝わりません。

様々な解答が考えられますが，
小見出しの内容とは重なら
ない方がよいかと思います。

「僕
た
ち
が
打
た
な
け
れ
ば
」

（例
）
投
手
の
青
井
さ
ん
を
助
け
る
た
め
に
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
に
力
を
入
れ
よ
う
と
す
る

高
橋
君
の
強
い
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
考
え
た
か
ら
。

この見出しから，どのようなことを
伝えたかったのか説明させましょう。



＊著作権法に基づき掲載は省略します。

【作問意図】段落意識をもって読ませたい問題です。固有名詞も多く一見難しそうに見えますが，「この段落は何について書かれている
のか」という観点をもちながら読むことで，多くの情報から自分が求める情報を素早く得ることができるようになります。
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第１段落から読み取ることができます。
「２人」＝「各務原，志摩」の言い換えも
確認させましょう。

「⽜⻤」は第１段落，
「尾崎龍王」は第５段落から，
それぞれ読みとることができます。
「伝説」という言葉を辞書で確認
させましょう。

記事では，四尾連湖の四季を画像と共に
紹介しています。記事では紹介されてい
ない内容を自分なりに想像して記述して
いるのも」，もちろん正答になります。



【作問意図】様々な考えが成立することについて考えさせたい問題です。チラシを比べることで得られた情報を，自分なりに価値付ける
ことで意見が成立します。交流を通して，価値の違いに気付き，多様な考えがあることを実感させることを狙っています。



「何を基準に比べているか」を明確にすることが
ポイントです（言語活動ハンドブック参照）。
以下は、共通事項として情報の観点を示した例に
なります。

山梨県産

１本１５８円

税別

もろこしアップ

長野県産

２本２９８円

税込３２１円

もろこし全体

産地

値段

税金

画像

「共通点」には，これらの情報があることが
分かればよいです。
（例）「とうもろこしの写真がある」など

立場と理由の整合性があれば，全て正答に
なります。ぜひ，児童一人一人の自分なりの
考えを交流させましょう。

（例
）

・
山
梨
県
産
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
方
が
親
近
感
を
覚
え
る

・
多
少
高
く
て
も
、
山
梨
県
産
を
買
っ
て
地
産
地
に
貢
献
し
た
い
。

ポイント【イメージ】
文－イメージ
　の対応の理解



＊著作権法に基づき掲載は省略します。

【作問意図】エッセイやコラムなどの文章の読解ポイントは，筆者の体験と筆者の考えを読み分け，それぞれの関係について把握すること
です。「どのような体験をしたのか？」，「その体験から何を考えたのか」とまずは，分けて読んでみるとつながりが見えてきます。



ポイント【同義文】
２文が同義か判断

「大きな包容力で……」の段落から読み取ることができます。
（ここから「筆者の考え」の部分になります。）

「目の上の人に対しては，つかいにくい」
ことも考えさせたいですね。

「見出し」の作り方の
一つになります。

（例
）

　
消
し
ゴ
ム
を
貸
し
た
友
達
か
ら

「消
し
ゴ
ム
を
貸
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
応
え
る
場
面
で


